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沖縄の有用植物資源　第８回
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図１　モクセンナ抽出物連続投与が血清総コレ
　　　ステロール濃度に与える影響
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図２　モクセンナ抽出物連続投与が肝臓総コレ
　　　ステロール濃度に与える影響
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図３　モクセンナ抽出物連続投与が肝臓総中性
　　　脂肪濃度に与える影響
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　『沖縄の有用植物資源』第８回目は、モクセンナ

を紹介したいと思います。

　モクセンナは、熱帯アジア原産のマメ科カワラケ

ツメイ属の低木で、観賞用として熱帯各地で広く栽

培されています。鮮やかな黄色の花を咲かせ、県内

でも同属植物のコバノセンナ（Cassia coluteoides 

Colladon）などと同様に街路樹や庭園樹として用い

られています。また、伝承的に民間薬として糖尿病、

腰痛、便秘などの症状に用いられてきました。

モクセンナ（マメ科） 

学名：Cassia glauca Lam.

　工業技術センターでは、高脂血症改善や抗肥満の

指標となるリパーゼ阻害活性について試験管レベル

での試験を行い、モクセンナの抽出エキスに活性を

見いだしました。そこで、モクセンナが脂質代謝に

及ぼす影響を検討するため、動物での投与試験を行っ

たところ、モクセンナ抽出物を配合した飼料を投与

した群において、血清総コレステロール濃度、肝臓

総コレステロール濃度、肝臓中性脂肪濃度がコントロー

ルと比べて有意に低下していることが確認され、高

コレステロール血症改善及び脂肪肝の改善に有望な

素材であることを見いだしました。
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